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市財政収入の一部に寄与することを目的とし、裏表紙に広告を掲載しています。なお、掲載している広告内容については津市が保証しているものではありません。

　心の中にあるものを無理に引っ張り出されたら痛いし、傷も付きますよね。心の扉は内側にしか取っ手がなく、外からは
開けられないといわれています。だから、子どもが自分自身で心の扉を開けてくれるよう、寄り添いながらとにかく話を聴
く、“傾聴すること”を大切にしています。子どもたちは、大人がどうやって話を聴いているかを、表情や態度、声の調子などか
らも見ているんですよ。

　子どもたちが心身ともに健やかに成長していってほしいということと、「学校が楽しい」「授業が分かる」とい
う気持ちで学校へ来てくれることを願っています。それと、子どもたちや保護者の皆さんには気軽に相談室と
かスクールカウンセラーを活用してみてほしいですね。少しは心が軽くなってもらえるのではないでしょうか。

Q3 スクールカウンセラーとしての思い

Q2 大切にしていることは？

Q1 スクールカウンセラーはどんなことをするんですか？

太田 克子さん 
スクールカウンセラー

お お た 　 　 か つ こ

子どもたちが制作したコラージュや絵

　相談室に来てくれる子どもの話を聴いたり、校内のあちこちに出向いて話したり、掲示物から子どもの心の状態を推し
測ったりということが主なものになります。子どもたちはいろいろな思いを持って話してくれますし、悩みなんかがあって口
に出せなくても、さまざまなサインを送ってくれます。そういったサインに気付き、心を楽にしてあげることも役目ですね。また、
保護者の皆さんや先生と話す機会を設け、時には具体的な提案(コンサルテーション)もさせていただいたりしています。

平成７年から始まった学校カウ
ンセリング制度。太田さんは、教
員を退職後、平成14年から市内
の小中学校でスクールカウンセ
ラーを務め、現在４つの小学校
で児童らのサポートに当たって
いる。


